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 詩聖 ゲー テが終焉のεきに残 した言葉は"Mehr Light!"で あるεの こSで あ りま
すQ今 私共は如何なる意味で威大なるゲーテが彼の一生を閉する際 に「もつε明るく」
ミ叫んだが明かに知 るこεは出來 ませんが光のある彪に始めて生命は存 し光の無い所
は死の他にないこミは事實である。さすがに詩聖 も死に直面 しては光を慕つたので無
いか ε思はれ ます。陰欝な冬か ら醒めて明るい春が來 る時 吾人はいつ も強い「生」ε云
ふ感 じを深 く味ひ ますQ其 は一龍阿によるので しや うか?そ れは實に今 も輝 いてゐる
此の暖い太陽の光によるものであります。光一太陽の光!一 其は吾が國の様に冬で も
明 るい太陽を見 る事の出來る國では其の檬 に懐 しい ものに も感 じませぬが、永い聞太
陽の光を見ぬ時は じめて見ナこ太陽の光は實に劃葉 を以つて言ひ表は し得 ぬ喜を感する
ものであ ります。若 し極地の入がかの永い夜か ら鍋 めて明るい豊を迎へた時太陽の光
を何様に喜び迎へる事で しや うか。私は極地にあつた経験はあ りませぬが嘗 てある年
のグル ミー な一冬を北鰍のある地に過 した事があ ります。毎 日毎日 ドンヨリε曇つた
日のみ績いて直射の太陽の光ミ云ふ ものを全 く見た事があ りません。二月、三月 も過
ぎ日本では花 も盛 りの四月 も全く終 るある日私の シメツボイ下宿にふε太陽の光がさ
し込 んだ其の時の愉快 さは今に忘 られぬ記憶であ りますOSonnenschein!S唱 つた
心 も解 りま しナこ。詩人が 「樂 しい五月の來れる時」ε詠 じた喜び も解 りましナこ。これ
は 日本の様に常に明い太陽の光を見る事の出來 る國で味ひ得ぬ感 じであ ります。實に
光一光のあ る虚 に始 めて生命があります。光の無い鬼は死の他にあ り得 ないでのあ り
ます。私は此の事實、光ε生命ミ云ふ事に就て只今御話を して見様注思ひ ます。私の
言舌壱ま先づ噸o
  光 とは 何 か
ε云ふ事か ら始まります。光ミは一饅 きの様の ものかご云ふ事は諸君よ く御承知の事
こ思ふ。然 し私は今日光εは何かε云ふ問題を提出された εすれば之に封 してハツキ
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リ御答する事が出來 ません。否 もし假 りに私の講演が二十年前であつたSす れば光S
は此の様の ものだ εハツキリ申し上けたか も知れません。少な くミも今 日吾人か ら解
して居 るε思つて居 るよりよりよく了解 して居つナこε考へて居つナこS想 像 します。然
し現代では光ミ云ふ ものは其の本性に就て疑義があるのであ ります。
 昔NewtOnは 光εは光を出す物質から光の粒子が飛び出 して居るのだε考へて居つ
たのであ りましiにが之の考が可なり永 く綾 いtの で居 りましたQ一 方Huygensは 光
はある一つの波であるε云ふ所謂光の波動 を説 いて居 りまして彼は其の波動説で種 々
の 光學的の現象を設明 しましナこ。段々實験の結果此の波動詮が確 め られ其の波 も室中
に音が傳はる様の縦波ではな く水面に石を投けた時の様の横 波である事が解 りました
借て太陽の光は長い長い室間を経て地球の表面に來 るもので地球の表面で室氣のある
所は極 めて僅かの部分であ りますか らもし光が波動であるSす れば其の長い長い室間
を傳はるに何か媒間物が無 くてはな らぬ。其の媒間物を吾人は假想 して これにエーテ
ルE云 ふ名を與へ ました。而 してこのエーテルは宇宙間に隈 なく充満 して居つて其の
エ・一テルの波が光であ るS解 しましたc爾 ほMaxwcllは 光はエー テルの中に生する
電磁波であるε考へて理論を立てましナこ。而 して今 日其の理論 も實験的に謹明されて
現今盛んに實用に供せ られて居る無線電信電話 も之のエーテルの屯磁波であり目に感
する光も全 く同様 であつてたN"其 の波長が異なるに過ぎぬS云 ふ事になった。目に感
する光は波長の長い方か ら赤黄青董S短 い方に移るG其の波長は約800μμか ら約400μμ
の範園であ ります。(μは一 ミリの千分の一、μ!tは叉其の千分の一)1μ μ・=10'7cmで
あ り分子の大 さは10-8cmの 程度の ものであ りますか ら分子の大か ら見れば約千倍の
程度の長いものであ ります。赤0)眼 に見へぬ筒ほ波長の長い方は赤外線で1、'卜0.1mm
の間は熟線 で其の以上長いのはむ磁波である。葉 の 外 は董外線尚ほ短 いのはX線 、
Radium等 の放射性物質か ら出るY線 其の他最近の登見にか 》る宇宙に充 ちてゐるε
云ふ非常に短い波。其等工一 テル波の綜合は實に近代科學の一大勝利であつたのであ
ります。此れだ けで終れば光の性質は極めてよく解つた様であ りますが慮が問題は其
れで終 りは しませんで した。
 光の輻射や吸牧の實験的結果の観察渠原子が出すスペク トル叉光が物質に當つて其
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か ら出 る電子の 早さ等の研究か ら見れば此等の現象はPlanckに 源を襲 した量子論に
よつて解設せ られ古典的の光のエーテルの波動論ではさうして も充分に解 く事の出來
ぬ事が明かにな りましナこ。
 量子論S云 ふのは今 こ》で一言に述べる事は難か しいが極めて簡軍に申せばエA・ル
ギ ・ーにもある定つた輩位があ るS云 ふ事であります。(正確に云へばエネルギーでな く
て作用に量子があるのでありますが此塵には解 りやすい様にエネルギーミ申 して置き
ますQ)今 時間ミ云ふ事を考へて見 ますミい くらで も少さい時間一秒の百分の一又その
百分の一ミ段 々限 りな く少 さい時間の想像が出來 ますQ又 長 さに就 ても同檬一 ミリの
千分の一叉其の千分の一ε無限に短い ものを考へ る事が出來 ますか其虚にある定つた
軍位時間叉は輩位長 さε云つた ものが自然に存在するε云ふ事は考へ られ ません。秒
εか ミリεかは吾人の便宜上撰んだ軍位であつて自然に存在 して居 る軍位 ではありま
せん。彪が電氣 には最少の極限のある事が實験的に解つて居 ります。一個の電子の持
つ電荷であ ります。エネルギーに於ては曹 うであろふ。光のエネルギーの如きは其の
振動敷に從つてある軍位がある ε認 め られる の で あ ります。光のi速度は一秒間に
3 x 1010cmこ れを今考へて居 る光の波長 λで割れば其の光の一秒時の振動数勢 出る其
のvに あ る自然恒藪1zを かけたものhvが 光のエネルギーの軍位であるε云ふのであ
るQ夫 れで光のエネルギーに輩位帥ち量子があるs云 ふ ものの其の軍位は光の波長叉
は振動数で異つ てゐますQ異 らぬのは恒数hの 値であ る。其慮で量子論によるε光の
飛んで出た り入つた りするのは皆 この光の量子によつてな され るざ云ふので之は昔の
光の波動説 εは大分異つてNewtonの 光粒子読に一寸似てゐるもの であ ります。 こ
の光量子設で光に關する現象は極めてよく解繹が出來るが又ある現象は古典波動設に
またねばな らぬ事がある。光の波動説S光 量子設は眞理の雨面を談つて居るので今の
塵色々の設はあるにして も其の爾設を完全に融合 しナこ光の學読がまだ完成 されてない
様 に思はれ る。其で光の本來の面目が解 らぬε初めに申したわけであります。
 其の閤題は兎に角 して光は一種のエネルギーである賢は事實て他の色々のエネルギ
ー、熱のエネルギー、電氣のエネルギー又は蓮動のエネルギー等各種のエネノしギーに
移 り憂 り得 る ものであ ります。
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 楮而今 日の御話は光の化學反磨ミ生命ε云ふのであ りますが其は云ひかへれば光の
エネルギーが化學の エネルギー1こ憂化 して其威に地 ヒに於て生命ミ云ふ現象が表はれ
て來 るε云ふ事を申 しヒけたいのでありよす◎其には
  エ ネル ギー 相 互 の饗遷
ご云ふ事に話を進めねばなりませぬ。
 一禮 エネルギーざ云ふのは仕事の出來うもので光 も一種のエネルギーの形であつて
其が他のエネルギーの形に憂 り得る ものであ ります。地球 ヒのエネルギーは其の源は
太陽の光のエネルギーであ ります。地熱は別 εして地球上に色 々の痩化活動生命のあ
るのはエネルギーの出現であつて其の源は實に太陽か ら來る光のエネルギーなのであ
ります。
 地 ヒに雨が降 る。其は太陽の光のエネルギーが地 ヒにて熱に憂 りその熱で地上の水
は蒸襲 して後雨 εなつて再び地上に降 るのであつて其の水力はいろいろ利用 され或は
電氣を起 し叉は動力に照明に其の他各種に鷹用されて居 る事は説明を要 しません。詩
人Goetheは 唱つて臼 く
              Vom Himmel kommt es
              Zum H重mmel steigt es
              Und w量eder nieder
              Zur Erde muss es




エネルギーが化學エネルギーミ して地上に貯へ られる事である。 これは地上の植物の
緑の葉の作用であつて植物の成長は蜜に太陽の光のエネルギーを化學エネルギーSし
て貯蓄するものであつてその植物を食用 εして動物が生活 し地上に生命が保持 される
事か ら實 に地上の生命の源が太陽の光のエネルギーである事が明かであるQ此 の鮎に
就ては後に さらに述 べる事εして今 このエネルギーが憂遷の揚合の方則に就 て一言 し
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たいε思ひますQ
 今 日の自然科學は世の中の森羅萬象を'll來るだけ一般化 した法則の下に纏めて行か
ふこ云ふのであるが世の中に行はれ る攣化の中吾人が縫験上得ナこ二大法則があ ります
其は第一は エネルギー不滅の法則であ り第二はエネルギーの移 り憂 り方の法則或はエ
ントロピーの法則であ ります。第一の法則は誰れにで も解 りやすい事であつて世の中
の エネルギーの総量は不愛であるミ云ふ事でエネルギーは無より生ぜす又有るエネル
ギーが清失す る事は縄封に無いご云ふのであ ります。エネルギーの種類はすでに前に
も述べた如 く光、電氣、熟、蓮動、化學等各種あ りますが其がお互に移 り攣つて も其
の縛量に愛 化が無いε云 ふ事であるQこ れは誰れに も考へやすい事で吾入が経験的に
得ナこ法則であ ります。
 第二の法則は考へ方が第一の ものより困難である。然 し其の大龍の意義を明かにす
るは飴 り困難の事ではない。其は宇宙に行はれる色々の憂化に於てエネルギーは色々
に移 り憂 るが其の憂化には一つの定つt方 向があるミ云ふ事であ りますQ宇 宙に自然
は行はれる憂化は何の様の方向にで も自由に行はれるものでな く一つの定つた方向へ
のみ攣化が進行 して行 くε云ふ事であります。例へば こ・に湯ε水がある雨者を接燭
せ しめるミ湯の熱のエネルギーが水の方に流れて行 く而 して湯の温度が降 り水の温度
が昇 り一様 になつ て熱の出入が無 くなります。決 して吾人は水の熱のエネルギーが湯
の方に流れ水の温度が降下 して湯の温度が上昇 した様の事を認 めた事があ りません.
然 し水の熟のエネルギーが湯の方に移る事があつてもそれはエネルギー不滅の第一法
則には矛盾 を生じないのであ ります。然 しか様な事が吾人の経験上決 して無 いミ云ふ
εすればそこに一つの法則が無 くてはな らぬ。郎ち熱のエネルギーは温度の高い庭か
ら低い塵に自然に流れる決 して低い温度の鹿か ら高い慮に自然に流れて行かぬ 三云ふ
法則がなくてはなりませぬ。之が帥 ち第二法則であ ります。蒸氣機關は熟を仕事にか
へるものであ りますが熟を仕事にかへる爲め、ある慮にある熱のエネルギーが出て行
かねばなりません熱が出るには今申 した様に温度の高い慮か ら低い方に向つてでな く
ては自然に出て行 きません。大洋の中には無限の大い熟の エネルギーが存在 して居 り
ます。然 しその エネルギーを利用 して船を動かすε云ふ様の事が出來ぬのは其腿に温
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度0)差 異を利用 して熱を取 り出す事が出來ぬか らであ ります。たミヘエネルギ■・一があ
つ てもエネルギーの移 り行 く方向に從はねば其のエネルギーを利用する事が出來ぬ、)
之を第二種の永久蓮動不可能の定律 ε云ひますQ第 一種の永久蓮動不可能 ミはエ2・ル
ギーの無い塵か らエネルギーを作 り出そうε云ふ事。第二種の永久蓮動Sは エネルギ
ーがあつて も使用 し得 るエネルギーでない鹿の ものを使用せんミす る事を申 しますQ




其の様 に してエネルギーは吾人の考へてゐる系か ら脱れて禺るので今考へた永久蓮動
は出來 ません。今 この法則を云ひ換へれば自然に行はれ る憂化に於ては系の自由エネ
ルギー(使 用 し得るエネルギー)が 最少になる方向に進み行 くε云ふ事になります。 こ
》に同一温度の二つの瓦斯を考へます。其の二つの瓦斯は相互に化學攣化を しないε
考へ ます。其の二つを合せますε自然に相互に接 散 して混合 して しまひますQ最 初か
ら二つの瓦斯の温度が等 しければ而して此の二つの瓦斯が何等化學愛化を行はぬ時混
合の前後に於 て其の全罷のエネルギーの差異はあ りませぬ。然 し混合以前ε以後 εに
於て其の 自由エネルギーが異 り混合の後の自由エネルギーは以前に比 して少 さくなつ
て居 ります。此はやは り第二法則に從ひ自然に行は る・攣化の方に進んだのでありま
す.
 何故に斯様 に自然に行はる・憂化に定つた方向があるかε云ふ事は一寸解 し難い事
の様に思はれますが其は次の様に考へ るεよく解 ります。それは世の中の事はなるべ
く自然な朕態 になる様 に進んでゐるのであります。二つの瓦斯が一つの容器に入れ ら
れた時 それが混 らすに存在す る事は不自然で混つて存在する方が自然なのであります
其 には次の様なモデルを考へろε直に解 ります。
 圖のAに 示す檬 にフラスコの長 さ頸 に白玉ε黒玉ε各十個が入つて居 る。之be 一一度
逆 に返 して再びB囲 の様に玉を管 内におさめる時その白黒の排列は色lt NSな る、ある
時は圖に示す様上部に黒 白各五個づ ・來る時 もあれば黒 六個自四個 ε云ふ檬の揚合 も
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          A         β
       
                      
           
出來 る其の 各種の 揚 合の起 り得 る プロバピ リチ ィを調べて見 るS下 の 表の如 くな る。
         上白     上黒     フロバ ヒリチー
         10           0            0.0000054
          9            1            0.00054
          8            2             0,01097
          730.0780
          6           4            0.2388
          550。3438
          4            6             0.2388
          37α0780
          280.OlO97
          1            9             0。00054
          0   10   0・gqoO954
                        1.0000000
 卸 ち白黒が上部叉は下部に各 々五個づS來 るプロバピリチーが最 も大でn黒 が ヒε
下Sに 別れるプロバビリチーは最少である。一分間に一回此の フラスコ逆に して書夜
間斯な く二年間績行 して白黒が別々に分かれる揚合は約百回であるQ今 これを瓦斯の
分子S比 較するに瓦斯の分子の撒は一モルの中に6×1 023ε 云 ふ様な多撒である。之
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の混含せ る二つの瓦斯の分子が別々に分れるプロバ ビリチーは吾人の生涯中はおろか
人類の生存する様な短 い期間には殆んS起 り得ないだろふ。 それで第二法則ε云ふは
世の中の事は起 りや すい方にす ・むミ云ふ之ご同様であつて別に困難なる思考を要す
る事な しに了解の出來 る事であります。
 倦私が今何故 この第二法則の事を格段に此虚で詮いたかミ云へば其は化學攣 化 も此
の第二法則に從ふか らである。化學憂化ε云つても宇宙に自然に行はれる攣化である
從つて この第二法則に從ふのが自然である若 し地球を一つの閉ぢ られた系 ε考ヘナこら
地上に生す る憂化 凡てが最 も起 りやすい駄態の方に進み行かねばな らぬ。而 して凡て
の憂化がか く一方の方向に進めば結局は憂化の起 り得ぬ獣態に蹄するであろふ。全 く
憂化の無い塵勿論化趨痩化 もあり得 ませぬ。地上の萬物が全 く静止の献態な り化學憂
化 も絶 えて しまつた慮には何があるで しや う。其虜に吾人の所謂生命 ミ云ふ ものがあ
り得様はな く全 くの寂滅帥 ち死の世界の他な らぬのであります。實に第二法則は死の
豫告であ ります。其が動か し得ぬ眞理にしても蝕 りに悲 しい法則であ ります。幸な事
には地球は閉ぢ られた系ではない。帥ち太陽の光其のエネルギーは地 ヒに傳つて地 ヒ
憂化を復活せ しめます。帥 ちそのエネルギーは第二法則 ε反封の方向に愛化を行は し
めます。而 して其庭にG・etheの 所謂Ewlg wechselndを 行は しめるのであ ります、
冬枯れの 日が來て も叉再び春が廻 り來 ます。而 して地上に生命の喜びが績いて行 きま
す.勿 論太陽を も加へた一つの閉ぢた系の生命はやは り第二法則に從つて死の方向に
進み行 きつ ・あ るミ云 ひ得るで しや う。然 し此の問題を考へ るには吾人の人類の生命
は鯨 りに短 い。足は地上にあつて天の星の事のみを考へて溝に落 ち込 まぬ様辞等の思
索を此の邊に1ヒめて先づ太陽の光が地一ヒに生命の復活を與へる事について考へて見 ま
しや う。一艦
  生 命 とは何 か
S云 ふ問題 が生じますが。私は生物學者で も無 く又哲學者で も無いので生命の起源ε
か生命の哲學的解繹をこ・に下さふ εは思ひませぬQt: ・"一化學舌εして生命ε云ふ
ものは一一つの化學的現象であるS思 ふ。生命 ε云ふ現象は實に複雑の現 象で神秘な慮
があ りたS"ち に一つの化學的現象であるS云 へば議論になりますが化學的反磨の無い
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  光 の 化學 的 作 用 と生 命
εは何の様の關係にあるか ε云ふ問題 に莚み度いミ思ふ。
 化學反慮 も前に述べた檬に宇宙に生す る一つの憂化であつて其が自然に行はる》時
郎ち外界か らエネルギーを與ふる事のない楊合には第二法則の示す方向に進 まねばな
らぬ。




              2H2+02-一>H20
の様なの も室温では 自然に右の方にす 》むべきであるが。た ・"その反慮の速度が邊い
ので普通酸素ε水素 ミを混 じて も直に水にならぬのであ りますQ適 當の燭媒な用ゐる
Sき 其の反慮は早 く進行 します。
上述の反慮の逆反慮郎 ち
              (1)CO2-→ ・C+02
              (2)  1{2()一→>2112+02
は第二法則の示す方向εは逆の方向である。其れを實行するには自然には出來ません
外か らfi=事を併給 してや らねば出來ないのであ ります。②の反鷹は水の電解即ち電氣
のエネルギーを與へ る事で出來ますが(1)の反慮は光のエネルギーを吸牧 して行はれま
す。.
 吾人人類の食物は炭水化物 、蛋白質、脂肪等の炭素の化合物であるQ之 が艦内に入
つて呼吸か ら來る室氣の酸素ε化合 し燃焼 して其の際に生 じたエネルギーを用ひτ活
動 して居るのであります。私が今か くの如 く御話 しまして居 るの も食物の酸化作用か
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ら來 るエネルギーによるのであります。エネルギーか ら見れば人間 も一種のエ ンヂ ン
であつ て薫汽機關に石炭を チヤージして而 して酸素を與へ其の機關が蓮韓するご同様
であ ります)た ゴ人間は復雑な機關でありますか ら炭を食ふて生て行 く事は出來ぬだ
りの差異であ ります。即ち動物は自然に生する化學反慮に從ひ、言ひ換 るε自由エネル
ギーの滅少の方に進む反慮に從つて生活現象が行はれτ居ゐのであ ります。 もし地上
動物のみであるな らば今申 しナこ様 自由エネルギーが段々減少 して行つ て遽には化學反
慮の生ぜぬ静止の駄態になるわけであ ります。其れでは勿論動物が生活を管む事が出
來 ませぬ○塵が自然の囁理の妙は こ・に植物があります。動物が第二法則に從ふ化學
反慮 で生活 して居 るに反 して植物は第二法則 ε反封の方向に進む化學反鷹で生成 して
参 ります。帥ちCO2-一 〉-C+02の 作用を行ひ自 ら炭素を取 り一方酸素を回牧するの
であ りますQ帥 ち植物の緑の葉は葉線素(ク ロ・フヰル)の 助けにより太陽の光の エネ
ルギーを吸牧 して室中にあるce2を 取 り
          nH20+nCO2=(CH20)。+π ・02
の檬の形で植物 の生成を行つて02を 出 します、而 して光のエネルギーは復雑な有機
化合物の形 になつて化學エネルギーεして貯へ られ其を動物が食料 εして其の化學 エ
ネルギーを使用する事は前に述べた様でありますQ丁 度水 が 高 き に昇 り又再び降 り
Goetheの 所謂Ewig weckselndを する如 く化學作用 も實に光のエネルギーの吸牧によ
つてEwig weckselndを 行つて居るのであります。之を見れば光による化學反慮がい
かに人生の重大なる意義があるか ゴ解 ります。現代の文明は石炭の利用か ら始 まつ た
ε云へます。其の石炭は古 くか らの太陽の光のヱネルギーを化學エネルギーSし て貯
へた もの ・他であ りません。地球上生物が呼吸する酸素叉人類が燃焼等に用ゐる酸素
0)量 は實に莫大なるもので誰かの計算に一目四十億キログラムミ云つて居 ります、兎
に角 この澤lhの 酸素か ら生じナこ炭酸瓦斯か ら再び酸素を回牧 し様 ε思へば實に驚 くべ
き費用が入用であ ります。 これを植物の葉が行つて行 きますQ地 球の表面の中陸地は
その四分の 一にも足 りませぬ、其の陸地の上、線の葉を以つてゐる植物で薇はれて居 る
塵は僅であ ります。其の僅の植物の葉 が此の大 きな働きを致 します。此の植物の葉に
よつて太陽の光のエネルギーを地 ヒに止め而 して生命の泉をつ くるのであります。此
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の如 くに して利用せ られて居 る太陽の光のエネルギーは地球.ヒに輻射 され る糖 エネル
ギーの極 めて僅かなる部分である事を思ふミいかに光化學反慮は人類の將來に重大な
る意義が有 るかε云ふ事を想像 すのに難 く無いε思ひますりか く0)如 く非常に必要な
る、
  光 化學作 用 の秘密
は現時に於ては爾ほ充分に間明 されてありませぬ。光化學的現象は随分古 くか ら認め
られ又研究 もせ られてあつナこのでありますが其れが理論的系統を立て 》研究 される様
になつたのは實に最近の事であります。かの光の光量子設の出來てか ら以後の事であ
りますQ現 在の光化皐の知識 は尚ほ揺藍の時代であるε云つて も差 し問へがない程で
天然に植物な♂が行つてゐる光化學反慮を人工的に摸倣するこ云ふ事は爾ほ出來 ませ
ぬ。紫外光線の作用によつて
             2H20一 ゆ2H2+02
             2CO2--2CO+()2
は人工で出來 ます。か くて出來たCOεH2か ら
             CO+H2-→ ・HCHO
の如き有機化合物の合成が出來ますか ら光のヱネルギーを實験的には化學エネルギー
には攣 じ得 ますが之は形の上か らだけで之を右利的に實行するミ云 ふ様の事は中々急
に行へる事ではあ りませぬ。尚ほ植物の同化作用は クロ・フヰ ルの作用で可硯光線で
行はれてゐます。 これを摸倣する爲めにBalyは 炭酸瓦斯を含める水に鰯媒 εして色
々の色素、マラカイ トグリー ン、メチルオレンヂ等を用ひて光の作用で フオルムアルデ
ハ イド又は砂糖類の生成 を報告 してゐます。然 しこれを工業化する事は前途遼遠 ε云
はねばなりません。光ミ螢養に關する問題 も近時の面白い研究の問題の一つでありま
す動物例へば鼠 を光を全 く遮 断 して養ひ ますミ何僕病にか 》りますQこ れに紫外線を
あてるS回 復 します。叉紫外線をあてた食物を與へて も回復 します。 これは抗何僕病
を癒やすヴィタ ミンDが 出來たか らであ りますQ人 工的には コレステリンに紫外線 を
あてsヴ ィタ こンDを 作る事が出來ます。極めて最近にヴィタミンDの 素は コレステ
リン自身でな くコレステリンの中にある極めて微量のエルゴステ リンなる事が光の吸
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の牧方面の研究か ら解 りました。
 實験室内に於て行はれる光の化學反慮では光のエネルギーが化學 エネルギーミ して
貯へ らる 〉即 ち第二法則の反封の方向に進む化學反慮よ りむ しろ第二法則に從ふ自然
に起 り得 る反慮が光の爲めに速度を増進するものが多 くあ ります。最 も普通の例の一
つは
             CI2+H2-→ ・2HCI
の光りによる反慮であります。現在では此の如 き反慮 も色 々ε理論的に考察せ らる・
様 にな りました。(物理化學の進歩第二輯堀揚市川論文参照)叉 光が膠質粒 子に封する
作用に就ては實に不思議な現象があります。其の一部は ワイゲル ト効果の研究 εして
私の研究室か ら襲表 しました(物理化學の進歩第二輯堀場今堂論文参照)兎 に角光ミ物
質 εの間の作用に就ては今後いろいろ研究 されるべ き問題が爾ほ澤山残 されて居る様
であ ります。今迄人類の知識の進歩登展のあSを 尋ねて見 ますε一足飛びには進歩は
してゐませぬQ知 識S云 ふ ものは一朝一夕で出來あがるものではあ りませぬ。多数の
人の永い間の努力の結晶で出來あがるものであります。たSへ 一大天才が禺て學問が
非常に進歩 したε云ふ もその天才は時代によつて生れて出るので決 して偶然に出るも
のでないε思ひ ます。光化學の研究は前に も述べナこ様に今爾ほ揺藍の時代である一足
飛びに
   太 陽 の光 の 利 用
ε云ふ問題には進み得 ませぬ。然 し此が全 く不可能の事で しや うか。又軍なる室想で
しや うか。唯今 人類の使用 してゐる燃料の石炭や石油は何れ壷 る時が参 ります人類が
もし燃料を失つた時今迄の様な活動を績け得るで しや うか之は全 く不可能事であ り其
の時は人類の滅亡の時が來ナこε云はなければな りません。唯之に打 ち勝つ途は一つの
太陽のエネルギーの利用の他にありません。 この意味に於 ても光化學の研究は人類の
存亡上是非や らなければな らぬ問題であります。而 して多敷の人の努力の結晶で將來
は現に室想S考 へ らる・太陽のエネルギーの利用が實現 さるS日 の來 るε云ふ事はあ
り怨 る事 ε思はれます。今飛行機が飛ぶ、ラヂオガ聴 へるL之等は私共の小」冠の時水濡
傳や西遊記を讃んで 子供心の室想をは しらせてゐた事の實現であ ります。誰か太陽の
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エネルギーの利用を輩の室想 さのみ云ひ得るで しや う。太陽の光を植物の行つて居る
様の方法で人工的に利用する事は近い將來或は困難か も知れません。然 し光のエネル
ギーを光化學的作用そ経て電氣エネルギーに愛へて之をこらへ る事は或は可能性が最
も多いか も知れません。兎に角 日本の如 く食料問題や燃料問題に今か ら苦んで居る國
而 して常に明るい太陽の光に恵 まれて居る國に一 日も早 くこの光の利用が成功するB
が來 らん事を希ふのであります。
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